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摄

能

化

上

に
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グ

ロ

，

ン

ト

'及

ぴ

ぺ

チ

ィ

 

$
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ニ

ニ
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の
言
は
新
た
に

®
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か

0

た
。

へ附記

： ̂

 ̂

A

n

，近く

r

社
會
政
策
時
報

」li.

許
せ
ち
る
前
揭
小
論
文
に

.於，
‘て、
.人
ロ
.學

圓
し
：

-
^

。
本

！！

は
些
か
其
の

一

部
擴
火
し
て
論
じ
た
る 

前
論
文

-

5- LL

透
し
た
る

crsnt,

の

人

口

論

-
^
.
^
介

ず

る

じ
 

げ

た

る

宇

：
^
は
出
來
得
る
限
り
兹

1
1

れ

線

B
1

す
こ

-W

て 袖 ‘與

前 蒋 へ 

論 は ん

文 m
中 中 X?
Iこ # プJ? 
舉 に 金

な 努 ，も 說

避 め の 史  

け た で の  

11 め 槪  

iliiる 觀  

し ~

錢莊の發

.行すろ：
莊票に就て

.及

、
' 
川

恒

忠

.

..

 

i 

. 

.. 

■ 

.

:

支
那
各
地
の
錢

f
f
i
が
發
行
す
る
！

T
®

票』

は
、い
ろ
い
な
意
味
に
於
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
 

，
是

を

：
市

場

の..
賞隙か：
看る、

.に
、莊
票
：は
都
市

-の
有
ら
ゆ
る
商
，紫
に
於
て
，極
め
て
圓
滑
に
轉
嚴 

流

通

し
銀
行
兌
敬
券

i
略

，ぱ
同
棒
な
職
分
を
果
し
て
ゐ
る
。

取
引
の
大
部
分
は
槪
ね
之
が
受 

授
に

-

ク
て
行
は
れ
，現
金
の
受
授
に
俟
つ
こ
ご
，は
比
較
的

®
な
い
。

勿
論
小
切
手
受

f

現 

金
愛

.授
：の
代
用
に
使
用
さ
れ
る

.

N? 

相g

に
盛
で
あ

.る
が
、莊

•濃
受
授
の
®
行
に
政
ら
ぺ

e

 H
、 

到
底
同
日
の
談
で
な
い
。

是
を
錢
莊
自
身
に
就
て
看
る
。

莊
票
の
錢
行
は
錢
莊
の
行
ふ
各
稱
の

#

 

の
中
、極

め 

て
慎
重
に
嚴
肅
に
取
扱
は

‘：れ

ね

ぱ

.な

ら

ぬ

最

も
a
要
な
業
務
で
あ
る

0
,
何
故
ご
い
ふ
に
、錢
'莊 

の
行
ふ
贷
附
は
多
く
は
視
仓
に
ょ
る
の
で
は
な
く
主
ご
し
て
莊
票
を
以
て
行
は
れ
、且
つ
錢
.莊 

银
十
九
卷

(

六九七

)

.
錢
莊
の
發
？

ス
瑕
票
に
就
て
 

第

五

跋

ニ
！！一



雖

•
然

十

九

卷

.(

六
九
<)

，

•錢
.此
の
激
行
す
る
恥
票
就
て

B 

4
^
5
^

の
支
挪
も
，亦
多
く
は
莊
票
を
以
て
支
拂
は
る
、
こ
ビ 

て
胳
票
の
發
行
が
慎
重
を
缺
ぎ
、濫
發
に
陷
る
や
ぅ
な
こ
ご 

す
る
こ
ご
は
勿
論

 

> 恐
«
又
は
各
稀
の
事
由
に
墓
ぐ
社
會
的 

独
は
莊
票
の
現
金
支
拂
に
網
し
，遂
に
は
閉

£5 ,

倒
逢
の
羽
目 

ぶ
る
如
ぐ

一

九0

七
ギ
乃
至

一 

0

年

R
冗
つ
て
世
界
的
に 

を
：染
め
た
傻
莊
が
、

r

oギ
以
後
の
翁
激
な
る
市
況
の
挪
落 

年
の
革
命
に
際
し

.て

.趣
：多

.の

.：
倒
一
運
：
店

を

，
續

出

し

た

こ

ご

な
 

に
起
因
し

.た
の
で
：ぁ
る
。
近
ぐ
は
昨
年
，江
浙
戰
爭
に
當
ウ 

維
持
に
著
し
き
困
難

‘を
.
#め
，た
の
は
之
亦
莊
票
の
後
行
多 

す
：る
こ
ご
が
出
來
な
か
つ
た
爲
め
ヤ
ぁ
る
。

更
に
長
を
支
那

.に
在
，ゥ
て
商
.業
に
從
事
す
る
者
か
ら
謂 

は
何
人
ご
雖
も
必
す
莊
黑
を
受
授
し
な
け
れ
ば
な

.

ぬ̂
の

猶

五

餘

1
5 

が
事
の
賞
際
で
め
る

i

ら
。
隨
ウ 

ぁ
シ
ご
す
れ
ぱ
、倘
莊
の
信
用
を
害 

輕
濟
的
秩
序
の
素
亂
に
際
し
て
、錢 

に
立

^

至̂
る
虞
が
ぁ
る
。
後
：段
述 

沸騰しおゴムの投機

取

引

じ

手 

か
ら
蒙
，つ
た
著
し
い
打
擊

や

，j 

! 

ど
は

.

1

つ
に
®
つ
て
莊
黑
の
濫
後 

て
上
海
錢
莊
の
大
多
數
が
業
務
の

額
に
 

'過ぎ
，之
が
：現
金
支
拂
を
持
織

一.
.
.

/

へ
ぱ
、稍
々
大
な
る
取
引
を
行
ふ
者 

で
あ
つ
て
、此
點
に
於
て
は
全
く
支

那

商

人

：
ご

同

樣

で

：
あ

：
る

0 

、

掌
者
は
想
ラ
し
：ね
色
々
：ど

意

除

に

於

て

莊

票

の

調

査

.は
必
耍
で
あ

.cZ

忽
諧
に
附
す
べ
さ
で

な
い
と
信
す
る

"
.本
文
の
リ
叙
說
は
餘
に
公
に
さ
れ
た
幾
多
の
調
査
ビ
筆
者
が
昨
年
，上
海
に
遊 

ベ
，るダ

)

き
親
し

く

見
聞
レ
た
所
：ビ

：

に

i
 
く
も
の
で
、勢
ひ
上
海
の
錢
莊
を
主
な
る
客
體
ご
す
る

*

,n

 

, 

.

. 

:

:

抑

も

®
:
票

は

轉

莊：：

の
#
,
行

じ係
：：

タ
、專

誉：：

を

す

る

こ

ご

な

ぐ

市

場

に

轉8

し
て
取
引
の
決 

濟
に
用
ひ
ら
れ
，所
定
の
期

H
に

於

て

，
現

金

に

：引

換

へ
.将
る
無
記
名
約
娘
手
形
で
あ
る
。

手
形 

面
に
は
金
額
、現
金

.支
挪

，期

日

、
後

行

錢

巡

の

名

並

じ
f
f
i
票
の
番
號
等
を
記
載
し
、期
日
、番
號
、金 

額
の
上
に
は
錢

0

の
印
鑑

：

が
接
印
さ
れ
る
。

受
取
人
の
氏
名
は
全
ぐ
記
入
さ
れ
な
い
。

英
米 

人
は
普
通
に
之
を
呼
ん
で

Native wank O
r
d
e
r

若
く
は
單
に

Native order 

V
J

し
て
ゐ
る
。

そ
の
是
を
後
行
す
る

.場
合
に
ニ
つ
あ
る
。

第

！
は
錢
莊
が
艱
行
勘
定
を
開
け
る

『

路
客

』
一

1 

.取
引

-
<1

.の
需
に
應
じ
て

.發
行
す
る
揚
合
で

"此
種

の

發

行

に

係

，か

る
f
f
i
票
が
最
も
多
い
。
 

.

.结
ニ
は
ま
胚
ヵ
仏
ょ

.タ
需
め

.

.
ら
れ
す
し
て

.自
ら
之
を
發
行
す
ふ
揚
合

.で

.、錢
莊

.自

身

の

支

柳

.

.
に 

-充

C\.

る
爲
め
で
あ
る
。

.：

而
し
ャ
第

j

の
場
合
に
は
莊
客
の
銀
行
勘
定
が
、錢
莊
を
し
て
路
票
を 

翁
行
：せ
し
む
る
に
足
る

★
け

の

充

分

な

Credit B
a
l
a
n
c
e

を
有
す
る
が
故
に

B
に
應
じ
て
後
行 

す
る
場
合
と

"之
に
反
し
て

0 
0
の

：

Credit Balance

が
充
分
で
な
ぃ
に
も
拘
ら
す
.當
座
贷
越
の

第

十

九

翁

九

九)

錢瑕の發むする翦

票
！！

就

银

五

號

ニ

冗



镇
十
九
卷
ふ
七

0

8

錢
莊
の
激
行
す
る
寐
票
に
就
て

 

俄
J
 

ニ _J、

形
式
に
於
て
之
，

♦ど
發

行

す

る

場

合

ふ

.が

あ

る

。

後

者

の

揚

：合

は

所

請

る

信.用
货

附

で

あ

つ

て
. 

如
何
，な
る
錢
も
此
稀
の

®
票
を
少
か
ら
す
發
行
す
る
。

元
來
錢
莊
，の
，預
金
：は
殆
ど
無
★

子 

に
近
い
の
に
も
拘
ら
ず
、

®
客

が

猶

は

，之

に

甘

じ

て

頂

金
.働
定
を
開
く
所
以
は
、畢
竟

0

ぅ
し
た 

當

塵

貸

越

を

交

け

ん

，が

爲
.め
で
め
る
。

錢
莊
が
；之

’に
.由

つ

て

不

斷
9
危
臉
に
腿
&
さ
れ
る
壁 

度

は

吾

が

市

中

，小

銀

行

の

夫

れ

以

上

で

あ

る

.。

.'
_
_
 

•
 
I
 
•
 
:
 

.
 

.
 

.

.

.

.

.

.

.

..
 

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

 

.
 

r 

-

第

二

の

場

合

則

も

‘：錢
，趣

自

身

が

胚

粤

を

發

行

す

る

場' 合
に

も

亦

い

ろ

：
い

ろ

あ

る

。

成

は

滞
 

客
の

.
®金
引
出
し
に
對
す
る
支
拂
と

.し
て
發
行
す
る
こ
ご
あ
タ

"或
は
路
客
の
银
出
せ
る
ク

J 

{づ
哲
手

)

に

^
す
る
支
挪

i
し
錢
行
す
る
こ
よ
も
あ
る
。
更
に
又
、錢
莊
の
货

§ 2

は
擔
保
は

.ど

る
 

よ

♦
擔
保
た
る
と
を
問
は
や

"现
命

.を
よ

り

も
莊
廣
を
交
付
す
る
こ
ご
が

一

般
普
通
で
あ
る
か 

ら

，i

f

基
い
て
發
行
す
る

S

も
少
ぐ
は

,
^
^
^
^
^
^
^
^

.孰

.れ
，
の

場

合

に

：營

行

さ

れ

た

る

を

問

はず
，莊

寧
は
無
記
名
約
束
手
形
で
あ
る
か
ら
，現
金
の 

支

柳

を

約

束

し

て

：
ゐ
：
る
，も

の

は

錢® 

S舟
で
あ
る
。

故
に
假
令
、夫
れ
が
赔
客
の
依
®

に
よ
つ 

て
释
行
さ
れ
た
も
の

.で
め
る
ご
も
•錢

f
f
iが

自

身

の

爲

に

振

，出

す

ど

こ

ろ

の

..小

切

手i

全
く
 
K
 

質
ご
を
同

‘じ
う
す
る
。

所
洽
、錢
辟
の
有
す
る
預
金
ふ

j

般
、錢
莊

'め
，
懷

務

.勘

道

に

屬

す

る
も

の

で
あ
る
こ

i

は
言
ふ

ま

で

も
な

い

0 

'

'
し
か
も
、莊
票
は
小
切
手
，厲
替
手

®
,
-異
タ
全
：ぐ
襄
書
さ
れ

' る
こ

.

.と
な

：
ぐ

た

メ

受

授

，
當

事

紫
 

の

.欧
諧
ン
下
に
於
て
轉

.
#流
通
す
る

-の
セ
あ
る
か
ら
，其
性
質
、恰
か
も
銀
行
兌
換
券
に
,
糖
た 

る
も
の
が

•あ
る

。

が
、夫
，
れ

は

所

鍋

る

兌

換

摩

で

は

な

い

。

：，普

通

：
に

解

せ

れ

，る

所

に

據

れ

ぱ

、兌 

換
券

.寒
は
銀
行
が
；其
収
引
人
の
需
：に
對
し
て
：現
金

.

若
. ：

し
ぐ
は
政
张
紙
，

を
交
付
す
る
代
ら
に 

变

付

す

る

こ

ろ

の

j.

驚

の

Promissory n
ote

で
あ
つ
て
、現
金

.支
掷

：の

期

日

を

，
定

，む

る

も

の

は
 

-

所

.

.
®
る
兌
換
券

.で
は
な
い
。

ソ

n

で
莊
票
に
就
て
看
る
。
继
襄
に

.は

一

灣

P
の
も
の
ご
、支

.
» 

期
日
を
定
め
た
る
も
：の

-

y
j

の
二
種
が
あ
る
。

 

 ̂

:
v
:

ぅ

支
拂
斯
日
女
楚
め

.た
る
も
の

{ 5
. 1

敷S

 

 ̂
けS

)

は

支

，
拂

期

日

：
食

定

む

、
る

：
が

：
故

に

所

：
謂

，
る 

兌
換
券
で
な
い
こ
ビ

t
U
i
m

ふ
ま
で
も
な
い
。

民
國
年
十
月
に
：公
布
さ
れ
た

『

取
歸
紙

#
條
例

』

 

も
其

.第

一
:

條
に

凡

印

細

或

縫

寫之
：；

紙

：票

。
‘

數

目

成

释

；.不
载

支

取

人

名

：

(

受

収

人

.氏
名)

及
：^
^
^
|
付

時

：期

安

挪

‘期 

,
4

，激

票

兌

換

銀

'兩
：銀
元
銅
元
制

.錢
者
。
，本
條
，例
槪
認
爲
紙
傲

。
.

プ
规
足
し
て

•受
取
人
氏
名
，支
拂
期
日
を
明
記
せ
ざ
る
支
拂
の
約
束
瞪
券
丈
け
を
紙
密
認
め
，

厳
十
九
卷

(

七
，0
 ! 〕

錢
莊
の
發
.打
す
る
莊
票
に
就
て

第
五
跋

出



A

字
九
卷

(
f
o

ニ) 

f

の
i

す

i

u
就V

 

第
s
 

支
挪
期
日
を
定
む
る
も
の
は
紙

®
 

i
認
め
て
ゐ
な
い
。

.
，問

題

は1 .
覽

拂

，の
：莊

票：

5

 S

 

S

意
缺

>

明
示
す
る

-
爲
票
面
に
即
宇
が
摄
印
ー

0

生

a
 

n 

br. 

e 

‘
，

「

> \

义
u 

^
入
さ
り
ぇ
。；；俗

-
K卯
期
，票
又
は
即
票

W

呼
ぶ

j

の
®
 

^
て

ぁ
る
。

.之
を
：前
揭
取
歸
：紙
幣
條
例
：
照
合
ず
れ
ば
、此
繩
莊
票
は
明
に
本
條
例
の
認
め
て
以
て 

紙
彼
な
す
る
も
の
に
該
當
す
る
。
而
し
？て：襄
書
せ
ら
れ
る
こ
な
し
に
轉
鞭
す
る
の
で 

あ

る

，
か

ら

、

#
實
質
は
疑
も
な
ぐ
所
謂
る
兌
換
券
で
ぁ
，る

.
謂
は
れ
ょ
ぅ
。
然
る
に
路
禦
に
は

冻
別

筒
：
の
特
糧
の
性
®
が
ぁ

ゥ

T

V
の
爲
一
覽
挑
の
莊
票
を
，も
普
通
の
兌
換
券
ざ
は
自
ら
區

.

.

-

:

:

.

.

.

.

.

.

 

.
,
-

. 

.
 

,■
 

'

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
ぁ

る
マ

.何
：に
：か
。
：；莊
票
は
期
票
で
も
即
票
で
も
、孰
れ
に
し
て
も
所 

お
人
力
遺
失
し
父
は
盜
雕
に
か

\

ゥ
た
場
合
に
，其
人
ほ
發

'行
錢
莊
じ
對
じ
て
停
立
を
睛
农
し
、
 

且
つ
新
開
紙
上
に
公
告
し
て
該

.驻
票
の
無
效
た
る
可

&
こ
ご
を
聲
明
さ
へ
す
れ
ギ
夫
，

f

で
全

■
 

■
 

_ 

_ ' 
! 

'
 

.
 

■
 

.

.
：

.：
：

：

：

.
: 

,

.

ぐ
.廢
紙

i
なつて了ふのでぁるバ海錢票公會修訂營業规則

』

は第三十六條に於て
 

此
働
を
明
記
し
て
ゐ
ス

(

後
段
參
看

)

然
る
に
普
通

9
兌
換
券
に
は
此

.や
ぅ
な
點
は
性

®
づ
け
-ら
 

れ
て
：ゐ
な

K 

. 

•

. 

ゾ

..バ

.
，

.

.；，

.

.

.

. 

..い
,

■
 

-
 

-.
 

.
 

/

ま
た
在
票
の
现
，所

；
#
 

Aは、發

.行
錢

®
が

倒

産

..又

は

其

他

の

事

3

に
ょ

.

O
'

て
現
金
支
拂
を
停 

止
し
ず
揚
合
：

^
は

，直

接

先

き.の
所
持
人
則
ち
該
莊
票
を
交
付
し
た
る
者
に
對
し
て
現
金
•支
拂

を
請
求
し
得
る
の
，で
あ
る

"
此
.場
合
現
金
，支
挪

' の
請
求
，は
莊
票

.を
轉

.0
し
力

‘る
' 開
人

を

P. 

次
：i

溯
ら
て
行
く
。

.上
海
錢
業
：公
一
會
修
盯
營
紫
规
則
は
此
點
に
就
て
は
別
じ
規
定
を
設
け
て 

ゐ
な
い
が
，旣
に
古
く
か
ら

1

般
に

.認
め
ら
れ
た
事
實
で
あ
ウ

.て，大
理
院
の
判
级
も
亦
償
遺

P

 

求
.の
か
ぅ
し
た
溯
行
を
認
め
て
ゐ
一
み
{後
段
參
看

r

然
る
に
：普
通
の
：兌
換

.券
に
は
您
ぅ
し

t
t

t

，
質

、
ら

f
な
レ
。；
銀
行

.が
兌
：換
停
止

.を
行
つ

 ̂

®合
に
之
，に
.由

ウ

て
蒙
る
損
害
は
兑
遍
缀

の
，所
持
人
：

*
け

で

*
:る
？
.
： 

；̂
^
^
^
^
^
^
^ ̂

,

か

く

て
ゅ
白
で
あ
る
莊
は
其

.一

览
拂
の
も
の
す
ら
も

普
，.

诞
の
兌
換
券

と

は
自

ら

辨
別

さ

るISV

さ

條

を

Gnĵ 

す
る

。
1

ill 

,,

.湖
票
は
即
夢
に
較
ら

.

.ベ

.て
遙
に
多
ぐ
使
用
轉

*
さ
れ
，普
通
莊
，票
ふ
言
へ
ぱ
朔
.悪
を
指
す
場

合
が
多
い
。
期
日
は
短
斯
で
あ
る
こ
と
を

®
則
と
し

#

通
に
は
三
日
、五
日
，十
日
の
も
の
多
ぐ
、

十
五
日
以
.上
の
期
日
を
定
め

る

も
の
は
殆
ど
稀
で
あ
ろ
。
上
海
の
錢
業
：公
會
に
加
入
せ

る
錢

，莊
の
期
票
は
十

R
以
內
足
め
ら
れ
て
ゐ
る

S
-
0
。

但
し
實
際
に
は
十
日
以
上
の

も

の

も
稀 

に
見
愛
：：b

ら
れ
る
ご
い
ふ

。
'

:
资
十
九
卷

(

セ
§

ニ

殺

S
錢
れ
す
ろ

i
l
i

就
て 

i
號

ニ

九

為i巧



雖

然
十
九
卷
け

(

七
§

)

餓
取
の
激
行
す
る
髮

に
-就

て
 

ニ
5 

.今
日
、在
支
外
商
の
ポ
入
れ
る
期
票
は
三
日
，五
日
附
の
も
の
多
く
、十
日
を
超
ゆ
る
も
の
は
殆 

ど
皆
無

t
あ
る
。
蓋
し
支
那
の
對
外
取

5
；

が
旺
盛
そ
な
る
に
つ
れ
、外
商
の
受
入
れ
る
莊
票
も 

多

額

に

上

然

明

.金
引
換

の

速
に
行

れ

る

こ

ふ
の

必

®

に

蕃

ま

、
られ
た
爲

•か
く
は

W H
I

を
 

短
縮
せ
し
め
め
の
で
め
ろ
"
^
外
商
が
支
那
商
人
を
し
て
期
日
の
短
縮
に
同
意

せ

し

む
る
ま

で

.
 

に
は
ネ
か
ら
ぬ
國
娜
を
餅
.め
た

の

で

あ
つ

て

"時
に
商
品
代
償
の
割
引
を

其

代
，償

さ

へ
し

た
 

こ

と

も

あ
ウ
々

Q

で

あ
る
。

.が
，十
九
世

紀

後
半
，支
那
の
對
外
取

S
,

隨
盛
み
な
る
に
隨
ウ
て
、勘 

日
短
縮
の

必

要

W

倾
向
と
は
旣
じ
，！
般
に
認

め

、ら

れ

る

所

ビ

な

ウ
て
ゐ

た
こ
ピ
は
爭
は
れ

ぬ
0 

然
る
に
革
命
に
際
し
一
：て：外
商
は
錢
莊
の
倒
途
か
ら
著
し
い
損
害
を
蒙
つ

/た
ど
こ
ろ
か
ら
-爾
後 

十

=
^
以

上
の
®
靡

は
之
，

を
受
入
れ
ぬ
こ

-
 ̂

iなゎ
、今

0
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

.邦
黑
は
錢
莊

•相
.互
；
，.
の
振
臀
決
濟
の
方
法

®
割)
：̂

ょ

つ

て

相

殺

さ

れ

る

の

を

.，普

通

ご

す

る

が

，
 

所：

定
め
勘
日
に
至
つ
て
所
持
人
が
發
行
錢
莊
に
就
て
現
金
の
支
挪
を
要
求
す
る
時
は
，上

1

 ̂

は
：其
：支
拂

g

翌
日
：に
：
於
て
：船
，.て
行
は
れ
る

®

5
。
地
方
に
由

C
V

て
は
，舉

面
.に『

見

票

遲

五JK：Jw 

かJSJ

鶴
天
ょ
記
入
し

.て
、現

.金
の
支
拂
は
莊
襄

1

覽
.後
五
日
目
又
ゆ
數
日
目
に
行
は
る
可

&
旨 

を
示
め
す
も
の

も

わ

る
。

又
上
海
で
ほ
現
金
，支
拂
の
時
間
を
银
日
ギ
後
ニ
時
限

i 

iし
，事

w

に
r
~

1

點
鋪
後

^
 

W照
：
^』

播

S

し
て
ニ
時
以
後
は
翌
日
じ
延
ば
す
こ
ご
に
な
つ
て
ゐ
る
。
尤 

も
奮

®

十

一

一
月
す
五
，日

-ii

り
年
底
に
至
る
ま
で
は
、此

.種
の
制
限
は
除
か
れ
て
ゐ
る

S

3 
-
0

注

I

上
海
，：錢
業
公
愈
修
訂
營
業
鋭
则
の
ホ

ni

十
，！
條

各

莊

所

W
莊
票
。

•至
多
以
十
天

0 

:跟
。

不

得

得

，遠

』W

规
定
.さ

れ

て

ね

る

.

.

■
 

■
 
0

n
同
親
則
が

一! 1

十
二
條

LL 『

各
お
所
出
淑
票

P
及
本
坤

(

上
海

)

ま
票
外
填

(

上

0
以
外
の
土
地

) 

隨
票

S
替
手
形

¥
。

均

0
腿
则

S
聚

U 

iる
快
爽

)

o
屈

明

如

持

票

収

m 

m次
0 

M
付』
と

ゎ

能

m

同

规

则

银

四

十

六

條

に

日

ふ

、

『

各

取

.收

與

で

，
以

午

後

ニ

船0
條
服
。

逾
服
歸
次

0
付
。 

M 
0
0 
-r
 

r
. 

 ̂

.

.

隨
到
隨

.あ
と

.

：
.
.

四

莊

Wガ
は
錢
：

f
f
i
に
取
ウ
て
は
其
の
有
す
る

®
金
ご
同
じ
ぐ
錢
莊
倩
務
勘

定

に
屬
す
る
も
の
で 

ぁ
.つ
て

"之

が

現

金
‘引

換
を
約
束
：し

て

ゐ

る

激

は

則

も

錢

莊

自

身

ぁ

.るr
J

ご
は
、！！
に
之
を

i 

錄
し
力
。

れ
ぱ
，こ
の

©
か
ら
の
み
之
を
觀
る
ご
、莊
票
を
後
行
せ
し
め
た
莊
客
は
、後
：

n

其
路 

票

が

發

行

錢

莊

に

..於

て

現

金

に

引

換

へ

ら

れ

る

か

否

.や

に

就

て

は

直

接

に

何

等

.の

貴

任

を

與
 

は
ぬ
も
の
の
や
ぅ
思
は
れ
る
。

が
，決
し
て
ッ
ク
で
は
な
い
。

t
e述
の
如
ぐ
、織
莊
が
倒
産
又 

第
十
九
卷

(

七
0

5
殺赃の發行する莊

S
就

て

, 

第

五

號

n‘！一



3

.

i

y
 

l

i

l

i
て

. 

i

 

5

，は
他
の
謝
山
に
よ
り
て
莊
票
の
現
金
引
換
を
停
止
し
た
場
合
に
は
：莊
票
所
持
人
は
前
所

$-< 

に
.對
，ム
て
、之
：が

現

金

支

拂

.を

請

求

し

得

る

の

で

あ

る

。

畢
竟
，莊

票

は

襄

誉

な

く

し

て

轉

顿

す 

る
無

i
i

名
腊
券
で
あ
る
け
れ

V
/:

要
す
る
に
现
金
支
»
の
約
束
手
形
に
外
な
&
ぬ
の
で
、所
謂
る 

兌
換
券
で
は
な
い
爲
め
で
め

.る
。
，則
ち
莊
要
を
以
て
支
挪
の
用
に
供
し
た
る
者
は
、其
現
金
引 

換

1

て
之
を
保

f

る
立
場
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。
民
國
五
年
度
の
大
理
院
の
判

I

 

字
三

0
.

 
ニ
號

)

は
此
擁
の
請
：̂
權
を

W
じ認め力。
さ
て
日
ふ
：ツ

ネ
；夢
人
不

得
®

，̂
:
之

：；

忖
兌
。；

.
自
有
對
於
出
票
人
轉
讓
人
。

.
請
求
償
遺
之
權
。
僧
求
償
播
之 

^
須

於

相

：腐

：期

間

內

通*
。̂
：
：
是
®

必
要
之
條
件
。
至
其
相
當
勘
間
若
何
。
.我
國
ぉ
律 

,

k

:

g明
文
规

i

ル。

K

厲
；依
各

.地
方
之

.習
償
。

.
以
.爲
判
斷

.

俄
；i

此

神

の

請

求

禅

の

：行

，使

は

當

の

期
r
a內

に

一

之

を

前

'所

持

人

に

通

吿

す

る

こ

と

を

以

て

必
須
の
要
仲
ご
す
る
ネ
け
で
あ
る
。
而
し
て
所
謂
る
如
當
の
期
間
は
を
地
の
習
慎
に
從
へ

 ̂

先
れ
で
よ

-い
の
で
あ
る
。

：

又

ン
海
錢
紫
息
紫

一‘は

一

錢
腔
が
其
取
引

‘商
.人
よ

ゥ
收
受
し
た
ご
こ
ろ
の
他
莊
發
行
の 

赂
要
が

.發
行
錢
莊
の
，例
産
、閉
店
又
は
其
他
の
事
由
に

.

*
い
て
、期
日
到
來
す
る
も
現
金
こ
’お
換

::

ち
れ
ぬ
場

♦
に
、収
受
し
力
る
錢
辟
が
.採
る
可
き
處
置
に
就
て
下
の
如
く
规
定
し
て
ゐ
る 

ゾ

：

释

，奶

遂

旧

歡

-收：

到
：
期

各

，

。
；
倘

過

出

票

者(

徵

行

錢

S
を

S,

,ふ)

不

測 

' 
雖

票

而

德

傲

。

而

银 

未

.收
卸

：

次

Q
.仍
；將

原

：#
退

$
.原
家

®

商

人

を

®
す)

"

f
f
i
不

，得

，趣

：虫

三

日' 

仍

S
她n! 

•

日

.
尙

ネ

% 

S 

V
I

ぜwif

者(

收

受

し■?:!

る

錢

f
f
i
を

指

す

W
理(

第
二j

十

三

條)

，則

ち

：か

、

る

場

合

に

ぱ

錢

狐

は

サ

の

；
不

渡

り

®

票

を

収

引

人

に

.返
遺
し
、始
め
よ
ク
之
を
牧
变 

し
な
か
つ
た

も

の
と

f

る
の

.で
あ
る
。：俾
じ
返
遺
の
期
間
は
三
日
以
内
に
限
ら
れ
、之
を
過
ぎ 

た
場
合
に
は
，取

H
?

人
に
斜

3

始
か
よ
り

.池
恶
を
收
愛
し
な
か

a

な
も
の

-
U

す
る
こ
み
よ

： ==T

來

な

錢
t
u
X

収
引
人
又
；は

.發

行

錢

池

と

ほ

、ら.談
合
じ
て
何
等
か
の
處
置
を
採
る
外
に
路

が 

0

化
京
，天
ま
の

‘錢

®

に
於
.て
も
略
ぱ
同
驗
の
と
ふ
が
事

K

上
行
は
れ
て
ゐ
る

な

い

の

で

め

る

W

 

.い

ふ
6,
, 

.

.

- 

.

I
 

.
 

.

^

す
"
の
ぜ
ル
人
盗
，
娜

等

の

揚

合

に

，於

け

る

路

M

の
處
分
に
就
て
は
襲
に
言
及
し
た
如
ぐ
、談

M

の
现

.所
有
者

ぜ

r

呵

發

，行

錢

莊

に

通

佳

し

て

现

金

引

換

を

停

化

せ

し

め

、
他

面

新

開

紙

に

：：̂

お

し
て

«

效

を

‘

明

す

る

の

で

ぁ.
る
が
、兆
後

j 

W
 

H
.
を
雜
過
し
た
な
ら
ぱ
、朱

®

人
は
該
ぜ

M

の

ザ
金

i

®
を
银
行
，俄

®

に
求
し
得
る
の
，で
ぁ
る
。
但
し
此
場
合
に
は
發

1̂ !;:

錢

贴

が

信

任

す
 

.

.ホ

十

九

卷(

七
りホ

；
：

f

の
普
す
る
i

に
就
て 

路
S
 

i



饿ナ九

お

(

七い

A)

,
錢
莊
の数
行
す
*
服
與
で

-L

就て 

银五號
 

三四

る
所
の
人
を
以
て
保

I
I

人
，ご
し
て
請
求
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
こ
ビ
な
さ
れ
て
ゐ
る
。

.

尤
も
®
票
の
盗
竊
が

莊

M

の
監
守
者

I

'管
理
人
？

)

し

ょ

ウ

て

，行

は

，
れ

タ

の

：
で

あ

れ

ば

、現

銀

.
支 

拂
の
請
求
權
は
な
い
の
で
あ
：る。
又
，失
は
れ
た
る
趣
票
が
聰
取
さ
れ
た
の
で
あ
る
こ
明
で 

あ
り
，且
つ
旣
に
他
の
錢
辟
に
交
付
さ
れ

-成
は
旣
に
之
を
以
て

®

物
を
買
入
れ
た
こ
ご
が
、？

f

乂収

.
 

' 

! 

.

.

.

.

.

. . 

!■•■:■-
:
 

.

.

. 
'. 

.

.

.

.

0

0

其
他
の
類
じ

S
ウ
て
立
觸
，され
、貴：物
の
：瑪
存
に
出
ウ
て
確
愈
せ
ら
れ
る
場
に
は
•議

, 

_

_

_ 

; 

• 

- 

. 

; 

•
: 

, 

.
■ 

....

虹
禦
は
無
效
の
も
の
ビ
し
て
现
金
支

®
を
停
止
せ
し
め
る
こ

V

は
出
来
な
い
。

W
ほ
也
人
が 

®
票
を
抢
将
レ
て
之
を
所

★
者
に
：返
遺
し
た
時
は
，所
有
者
は
弗
千
兩
に
付
て
十
兩
を
謝
®
ふ 

し
て
酬
ゆ
る
の
で
め
る
。
楚
等
：の
事

®
は
ル
て
上
海
錢
業
營
業
規
則
の
规
定
す
る
所
，其
條

'gc 

は§
§

ぅ
で
あ
る
。

(

ィ)

各

業

行

川

.恥
W

F
如

，
實

.

.
'
被

盗

竊

。

或
遭
水
火
不
測
。
•，
及

碰
係

遣
先
0.

.

赞

M
登
報
存
案

.作
廢

求

。

得
向
該
兆
插

.失
。

.

行
ル
伸
。

過
一
ぼ

S
後
。

失
票
人
覓
保
立
據
收
銀
。

擔
保
之
人
グ
順 

.

,
該
则
所
信
任

◊
, 

 ̂

 ̂

^

0

不
在
此
例

S
十
六
條

)

，

：

，

い
バ

^̂^
 

r

バ
^
^

,,(

5

掛
失
之

w

r
査

你

ほ

受

愚

觸

。

入

人

を

。

或

，己

付

瑕

。

，
或

己

贤

贷

。0
明
碗

.K 。

ホ

M
k 

:

は̂
受
領

f
:ハ
他

の

取

引か；：i

敷
；
.
一̂，：指
す)

可
银
。

有
貨
？

T
指
處
。

俱
不
能

A
付(

コ
1
十
七

&

(

ハ)

莊
票

'遗
失
。
有
人
拾
得
。
將
原
耍
送

.遺
#。
照
前
溝
成
豐
样
間

M
他
成
案
。
银
干
雨
酬
十
；

g

r\

t
A
條

*

H
i

し
で
考
へ
ぅ
る
可
き
間
週
は

#

,凰
银
む
の
錢

f
f
iが
何
等
か
の
事
山
に
ぬ

C
N

て
到
邀
し
た
る 

r
 

は
之

I

何
に
處
：分
ザ
る
か

V
.

ぃ
ふ
こ
ご
で
あ
る
。

S

に：就
て
、傘
者
は
益
に
之 

を
，ぽ述
す
る

K

料
を
：持
つ

/て
：ゐ

な

い

が

、
上.海

錢

，，業

營

業

栽

則

の

第

十

九

條

に
"

過

有

倒

服

。

一
，

#

2

g

和

s

和

i

:
生

®

凡

て

錢
胚

の

商
i

成

案

.

不

論

官商

涕

ともる；
力ら

看
；
る

，に
、
錢

莊

倒

産

；の
.場
#

:12 ;

は

有

ら

ゆ

る

倩

權

者

は

、光

，緒

！二

十

0
年
ホ
に

S
 

つ
た
上
海
の
晋

®

升
や
鍵
ロ
の

‘情
和
興
他
の
錢

«

の
倒
産
の
際
，採
ら
れ
た
る
處
置
を
前
例 

t
し

rも
に

.ポ

I
し

て
謎
錢
莊
の
有
す
る
現
き
一

,
失
れ
は
背

®

の
預
金
.た

る

ご、商
人
の
預
金 

ぉ
を
夕
ノ
の
頂
企
，

^
ダ
へ
ご
を
問
は
な
い
が

^
—

,を
倩
權
激
全

®

に
於
て
差
押
へ

(

公
收

r

 

然
る

I

權

S

分
し
て
之
を
分
収
す

I

I

で

あ

る
。

さ

れ
ぱ
、此
規

2

け
か
|

斷 

1
れ

ぱ

ノ
の
所
；̂人
も
其
債
權
に
就
き
他
の

一
般
債

.權
者
ビ
，同等
の

地
位
に

置
か
れ
る
も 

ロ
-の
ゃ

5
で

あ
る
が
、

W

の
實

際
に
於
て
は

f
f
i悪
の

所
持

人

J

金
者
ビ
は
、他
の
債
権
者

S

 

:

I

卷

(

七
0
九)

.

1

1 
する

i

f

 

1

^
- 

i

でつ:



巧十九お

し

て .兆

M
 

U
别 

る
。
，制
引

V」 

ら
れ
る
わ
け

鼓
行
に
係
か 

引
料
に
就
て 

.V .

ザ

i

が、が
现 

て
は
徵
レ
な 

る
も
の
が
即

现
余
引
換
を

(

七！ 
9

錢
旧
の
錢
行
す
る
莊§̂
に
就K

 
.ン 

の
®

算
の
際
、優

先

權

を

待

CN:

の

が

惯
例
で 

=
到
来

.に
先
立
つ
て
♦他
織
莊
义
は
銀
行 

受

け
得
る

.
®票
は
、た

.
V
.
に

；
本
一
地
；
：
の
.信
：
川

あ
 

で

は

な

一

一

い

。
：

他

地

.の
贴
票
と
，雖
も
本
地
に 

る

ら

の

：
で

あ

る

な

ら

ぱ

，や

は

-
^
剖

引

を

受
 

S
高

率

を

率

めM
千

兩

に

就

，；
き

五

：
錢

i
し 

を
に

W
觀
へ
ら

.

る̂
隙
、錢
ギ
が
乎
數
料
を 

い
‘辟

も
あ
る
が
、上
侃
で
は

一

‘股
ド
徵
收
し 

ち
此

W 
.の

手

數

料

で

.力

i
は
：力役
、則

勞 

:

.

要

.
ま
 ' せ

：.

る

辉客
：：：

の

：
任

港

，
.で、其
店
員
若
ぐ 

當

つ

て
必
要

ふ

す

る
勞
银
の

I 

力
に
は

r
®

力』

ビr

双-P
』
W

一
の
ニ
抓

第五號

あ
る
ご
い
ふ
。

に
於
て
割

HF ：

を
⑤
け
る
こ 

る

嚴

孤

が

發

行

，
し

.
^
も

の
 

於
て
信
用
の
厚
ぃ
艘
货
な 

け
得
る
の
で
め
る
。
上
海 

た(

独じ。

—JL*

か，

出

來

殺 る 3t 

® 俄 け  

は ：) i r に 

割 の 限

徵
す
る
こ
と
が
ぁ
る
。
地
方
に
山
つ 

て

ゐ

も

。

普

通

，に

『

票
力』

ご
®

せ

ら

れ
 

働
に
營
る

0
 

,释

ま

®
が
姬
惠
の 

,は
苦
力
を
し
て
現
金
を
送
附
す
る
に 

部
を
莊
.客
ょ
ム
徽
す
る
い
ふ
の
に
外
な
ら
ぬ
。
而
レ
て
票 

あ
る
が
、孰
れ
に
じ
て
も
必
す

g
f

面
に
加
印
さ
れ
る
。
之
を
英

評
す
れ
ぱ

Single 

一

a'

っou
r

 

i
 D

o
u
b
l
e

 

l
a
b
o
u
r

で
、前
激
は
现
金
輸
送
の
片
路
の
梦
銀
，後
者
は
往

®
 

ク
夫
か
ど

-；： *

ふ

.？ふ

^

を
お
つ
の
で
あ
る
。
上
海
で
は
從
来
兩
者

~
u

も

行
は
れ
、錢
贴
招

.
S
の
旧

.

.

は

平

、力

で

、
每
 ̂

X
, 

t
、一

般
莊
客
に
對
し
て
は
双
方
で
、其
仏
額
を
徵
し 

た
ご
い
ふ

乙

i

で
め
る
か
、

今
！：：

は
凡
す
双
方
が
：用
ひ
ら
れ
、夫
れ
ぱ
海
！千
兩
に
付

，
 ̂

- 

究
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
：

®

し

莊

寧

：の

に

は： i
i

力

を

徵

し

な

い

へ

註>
3。

.

::

註

び
‘

營
：

I
T
®

则ホ
：：

十
：
五
條
て
 

......

.本
ザ

成，夕
ぢ

.

.往.：..
ル
：.
.
.

■ 

=5_
,
w
l
‘

:

は.iiis-‘ ：：；：>)

厳
.多
以

.*ffi 
錢
.だ照リ

独

V

旧

则

'，
か
十

一

條
0
 

,. 

!.
 

‘ 

：

I
T

力

I

项。
付
來
保
雙
ヵ

0
: 

M
0
千
兩
。

控
付
銀

】

錫
り
倘
め
有
票
贴
及
付
來
ザ
商
銀
行

®r 

不
，在
此
例
。
 

' 

園

B
:::,

各

地

海

.の『

腫
®

池』

稱
ず
る
錢

®

を
除
け
ぱ
，一
般
に
手
形
交
換
所
の
制 

:

皮
に

.
☆
つ
：て

®
.凰
，
9
決

滴

を

，行

，ふ

ま

：
で
；ゥ

求

：，だ

 

て

ゐ

な

い

。

莊

票

の

蛾f
f
i
f
f
l

互

のH

 

，
に
，：於

；け

る

決

濟は
；
極

め

セ

：ま

始
的
に
；

は
れ
る
。
則
ら
殺
莊
は
其
变

X

れ
た
る
孤
票
を
如

K
 

に
‘發
行
殺

®

に
一®

技

に

差

：し

付

，：：け
、现

金

ホ

支

拂

を

需

む

ろ

☆

け
で
ぁ
る
。，.但
し
何
す
れ
の
地 

力
の

.俄
趣
も
、能
ふ
限

.力
現
金
の
受
授
使
州
か
、ら
免
れ
る
こ
と
に
盡
め
る
の
セ
、錢

f
f
i相互
の
银 

.行
勘
觉
：が
許
す
場
合
に
は
、帳
無
の
上
で
此
等
の

«

要
を
彼
此
相
殺
し
、和
殺
冗
を
現
金
又
は
析

银
十
九
卷

(

七
ニ

)

，

.殺莊
W
:發；する莊

1
1
1

就

第

冗

號

 

S七

‘



第
十
九
餘

(

七

ニ

ニ

踐

翦

の

發

行l

i

fじ
就
て 

猫
i
 

t

.れ
互

c±
L

义
け
に
ひ

-、ら
.
.る

、

手

形)

を
受
授
し
て
決
：濟
す
る
こ
ビ

.は

.勿
論

！

役
に

1̂
.

ぶ 

れ
ろ
。
銀
行
勘

.足
が
直
接
の
相
殺
を
許
さ
ぬ
揚
仓

に
•莊

M 
t
差
レ
付
け
、ら
れ
ヵ
る
錢
®
は
ま 

に
说
金
を
支

*

ふ
か

-

言̂
ふ
に
，決
し
て
ッ
ク
で
は
な
い
。
普
適
に
他
の
錢

f
f
i宛
の
小
切
手

(

支 

襄
を
以
て
支
柳
は
れ
、結
局
其
航
恶
は
下
の
や
ぅ
な
姿
に
於
て
に
お
殺
さ
れ
る
の
で
ぁ
る 

錢
⑥

A

が
錢
瓜

B

に
巡

遭
の
现
金
支
彿
を

0

め
た
ご
す
る
。

B

は

C

錢

路

の

ま

M

を
展

5

 

し
て
之
に

g

や
る

0 

C
も
办

.之

.に
對
し
て

q

錢
赃

{
f

の
支
票
を
以
て
支
柳
ふ
。
而
し
て

D

が
 

A

ょ
り
现
金
の
支
测
を
受
ぐ
可
き
勘
定
を
有
す
る
ふ
す
れ
ぱ
、森
に
該
企
額
は
雨
卷
の
簿
に 

於
て
相
殺

さ

れ

て

：
了

ふ

。

：
則

ち莊

M

の
现
企

H
F

換
は
事
賞
に
於
て
多
く
行
は
れ
ず
，现

金

換 

の
要
求
は
錢
莊
の

問
を

®
-
?
?
^

往
來
し
つ
、

、ら
姿
を
消
し
て
了
ふ
の
で
ぁ
る

0
 

T. 

L
,

 

W

I

,

‘
S
 

?

Kが
.翦
て
遠

敗

時

報

に

.
®
ベ

た

所

は

こ

の

邊の
消
息
能
ぐ
明
わ
に

す
る

にf
S

は
し
、’。

さ
.て
日
ふ

' 

. 

, 

.

.

n

俄

？
^
が
他
の
錢
莊

i

b
赃
票
の
现
金
支
挪
を
受
ぐ
る
に
當
ゥ
て

‘は〕

ほ

M

は
發
行
錢
腔
を 

;
:
れ̂

先

つ

ネ

針

算

じ

®

票
を
ず
波
し
す
る
か
、若く
は
其
机
上
に
殘
し
て
ち
ま
つ
て 

了
ふ
。
彼
は
此
莊
辱
じ
：對
し
て
何
等
の
受
領
腊
を
受
収
ら
ぬ
。

ゥ
ま
り
錢
や
海
人
の

W

.に

.

.
行

は

る

、
厚

' い
，，
信

、
用

，
の

驚

，

.ぐ
可

き

で

あ

る

。
' 立
.ち
去

.つ
た

彼̂
は

.：更
に
別
の
後
⑩

に
赴 

ぐ
。

其

日
の

午
後

又
は
夕
刻
に

至
つ

て

、さ
さ
の
店

.員
又
は
別
の
使
ひ
が
，牌
に

W

算
係
の
下
に
殘 

さ

れ

た
る

®
 
w
k

、
の
支
拂
に
對
し
て
；

冉
び
其

錢
莊
を
防
れ
る
。

.
此
場
合
、彼
は
现
金
の
支
拂
を 

变
ぐ

る

f

に、差
し
：付
け
た
る
莊
萬
の
；支
挪

は
、
俊

行
錢

f
f
iが

E

k
現
金
を
引
出
し
得
る
他

 ̂

の

r

若

ぐ

は

數

ヶ

の

錢

：
：
一

，別

言

す

れ

ば

：

發
行
錢

路
が

®

票

の
現
金
支
*
を
要
求
し
得 

る
他

.の
錢

®

か

、ら

变
®

す
可
こ
ど
を
依
顧
さ
れ
る
。
依
つ
て
彼
は
其
指
足
さ
れ
た
る

f 

ぜ
ぐ
は
數
ヶ
の

®

®
に
對
し
支
拂
を
需

.

.め
に
趨
ぐ
。
然
ろ
に
此
等
の
竊
莊
も
亦

0
、ら支
拂 

を
爲
，さ
す
し

て
、取
引
あ
る
他
の

錢

'莊

ょ

り支拂を变けるやぅ依嘲する。
指
究
さ
た 

錢

莊
.は

ソ
ク
し
た

H

命
じ
順
送
り
に
別
の
錢

f
f
iを指
楚
す
る
ゾ
か
ぐ
て
使
者
は

f
f
l票の
金 

額
の
僅
に

！

部
の
み
の
支
挪
を

t

义
ぐ

る

に
週
ぎ
ぬ
こ
ど
め

>9
.®は
全
く
支
拂
は
れ
ぬ
こ
ざ 

も
あ
，る

0
.
ど，い

の

：，

は
.：

使
：举

.が

.指
ボ
，殺

f
f
iの：旧
を
独
來
す
る
こ
と
は
域
に
圓
係
錢
⑩
の
間 

に
於
け
ろ

®

借
勘
，觉
の
快
濟
に
れ
ほ
る
こ

i
 

あ
る
か
ら
。
時
に
彼
は
單
に

M

の
額

®
 

，に
ボ
當
す

る
金
額
が

.鼓
：
行
，
錢
，路の
債
務
か
ら
.抹
拭
さ
れ
た
こ
と
の
瞪
據
を
徹
す
以
外
に
何

银

十

丸

翁(

七

！
二
 D

:

餓
取
の
發
行
す
る
湘
票
に
就
て
 

银

五

號

二

：
九



m
m

m
ifL

I

B

B

B

l

ポ

十

九

お(

七I
s
)

錢
服
の
發
行
ず
る
就

> 

■

物
も
持
た
す
し
て
，：厳む
錢
赃
の
處
に
歸
つ
て
來
る
こ
と
も
あ 

.
て
彼

i
現
；金
に
よ
る
か
成
は
別
の
方
法
を
以

て
決
濟
す
る

X 

然

る

に今
：！：

上

；
t

錢
赃

の
め
る

も
の
は
手
形
交
.換
折

に
よ
る

並 

旧
よ
り
外
：國
制
度
に
仍
つ
た
の
で
あ
つ
て
、船

め

上
海
の
外
國
銀 

者

i
レ

て
賀
辨
室
に
於
て
变
換
せ
ら
れ
た
の
に
端
を

發
す
る
。
 

供
缴
部
を
以
て
变
換
所
に
當
て
、各
錢
狐

.の
店
員
は
每
：

n

夕
别
此 

借
勘

足
を
決
淡

す
.る
の
で
あ
る
。

交
換
み
は
现
金
を
受
授

す
る

こ
 

間
に
.用
ひ
ら
れ
る
約
来
手
很

-
の
受
授
に
よ
り

*六
月
，十

1
1

ガ

第
五
號 

0

O

る

が
♦此

時

發
行
錢
路

は
始
め

X 

X

(

B

:

祟
の
決
濟
を
行
ふ

て

ゐ
る
。
 

行
に
傭
は
る

、
賈
辨

を

仲
介 

今
は

『

錢
行

』

稱
す
る
錢
莊
の 

處
に
相
會
同
し
て
相
互
の
貸 

み
な
く
折

M

I
錢
路
相
互

0 

の
決
算
期
に
始
め
て
塊
金
を

以
て
折
熟
勘
足
を
決
濟
す
る
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錢
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赃
票
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參
加
し
な
い
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俄
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；
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る
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名
し
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行
す
る
贴
票
に
は
必
ず

s
l

y

の
ニ
字

を
；
 

加
印
す
る
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劃
の
ニ
字
は
摸
糊
ね
る
も
の

で

‘其
意
義

に

就
て
は
多
少
の
質
凝
な

い
で
も
な 

い
か
、
取
更

を
敝
簿
の
上

で
振

#

f

iし

H

へ
て

決
濟
す
ろ

(
劃
す

る)

と

い
ふ

こ

i

で
あ
る

ぺ能

^) 

可
し
て
應

0
^

は
上
泥
の
錢

®
 

.
の
中
槪
し
て
.資
本
多
く
且
ゥ
營
業
も
隨
盛
な

も
の
が
多
い
。
 

そ

の胚
恶
も
亦
他
の

錢
f
f
iの

夫

れょ
む
.は

I

層
信
用

あ
る
も
の
の
や
ぅ
で

あ

る
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錢
莊
の
經
營
は
朱
だ
全
く

 

family 

c
o
n
c
e
r
n

の
域
に
あ

\
資
本
亦
銀
行
業
-̂
し
て
は
儉
に
少 

額
で
お

.る
。

漢

ロ
，
上
海
等
の
錢

f
f
i
で
す

も
，
督
通
僅

：
^

五
、
七

兩

で

十
數
萬
兩
を
出
す
る
も
の 

は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。

『

零
？̂

®』

及
其
他
め
名
稱
に

1

し
呼
ぱ
る
、
極
め
て
少
さ
い
倏
路
を
暫
く 

別

i

し、市
揚
に
信
用
厚

さ

も

の

で

，
す

：ら

資

本

僅

に

1 T
H

萬
雨
の

も

の
が
相
常
に
多
數
で
あ
る
。
 

然
る
に
思
ぅ
し
た
殺
度
の
錢

f
f
i
.
が
錢
行
す
る
と
こ
ろ
の
莊
票
が
極
め
て
圓
滑
に
轉
鞭
流
用
せ 

、ら

れ

る

の

：は
"抑

も

亦

何

の

理̂
に
基
く
の
ヤ

あ

らぅ
。
槪
略
な
が
ら
下
の
諸

®

を
數
へ
た
い
。

館

r

に
通

*S
-

现
狀
が
紛
糾
極
ま
り
な
い
ぱ
か
ク
で
な

く
，
支
那
全
體
と
し
て
通
®
の
分
量 

W
し 

<
,不
足
で
、通
貴
，丈
け
で
，は
ー
収
引

の
：：

所
要
を
圓
滑
に
且
つ
充
分
に
滿
た
し
得
ぬ
か
ら
で
ゐ 

る
。

通
貨
の
總
額
一
が

‘：跟
し
，ダ
纖
何
に
達
し

t
Q

る
か
、全
ぐ
據
る
可
き
數
字
が
な
い
け
れ
ご
、全
體 

ご
し
て
，極

め

て
不

&
ヤ
め
る
こ

-AJ

は
膨
に
內
外
人
の

I

般
に
認
す
，る
所
で
あ
る
。
而
し
て
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一-力
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ガ
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人
の

大

剖

分
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錢
巡
か
ら
資
金
の
融
通
を
仰
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で
収
引
行
ふ
の
が
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普
通 

で

彼

等
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錢

S

に
预
企
獨
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開
ぐ
所
以
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之
に
對
し
て

®

越
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受
け
ん
が
®
め
な
の
で
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る
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し
か
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し
た
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殆
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れ
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あ
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れ
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極
め
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あ
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か

に
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路
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主

と

：
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て
.莊
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よ
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み
い
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ぱ
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は
狐
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す
る
多
か
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ざ
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資
本
企
は
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通
之
れ
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布
利
一
な
る
他
人
の

W
業
に
投
資
す
る
か
或
は
又

I

パ；
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狭

以

外

に殺 

?

^

自

森
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ふ

業

き

I

例
；
；
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ぱ

廣
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經

營
な
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に
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す
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梁
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貨
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贴

自

身
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；
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に
俟
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ね
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ら

ぬ
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で
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國
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前
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錢
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信

旧

厚
き
も
‘の
は
地
方
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衙

の
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金
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扱
つ
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ゐ

た

其
.上

に

，
在

支
.外
國
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行

か
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に
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入
金
の

副
通
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变

け
て
資

本
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援
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し
て
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が

，
民

國
後
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の

取
扱
は
全
部

政

府

銀

行
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赞

ま

.に
移
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外

國
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銀

行
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に
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錢
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等
の
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し
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援
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の
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中
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強
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錢
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し
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。
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錢
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得
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。
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。

光
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激
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融
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營
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し
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别
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が
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し
て
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當
豐

か
な
る
資
本
を
時
ゥ 

て
ゐ
た
こ

i
は
、固
ょ
り
察
す
る
に
難
く
な
い
。

が
、併

し
資
易
の
分
量
が
漸
ぐ
墙
加
す
る
に
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て

彼
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は
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等
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に
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す

るこ
'ミ
に
.
甘

じ

て
は
ゐ
ぶ 

た
b 

,
彼
等
の
凡
て
は

誠

®
か
、ら
資
金
の
融
通
を
受
け
、能

ふ

限
...

其

取
を
墙
大

す
る
こ
を 

に
盡
む
る
の
常
で
あ
つ

.た
。
而

し

てm

趣
の
融
通
資
金
が
現
金
で
ぱ

な
ぐ
，莊
票

で

あ

つ

た

，
,
、
 

i
は
言

ふ
ま
で
も
な
一
い
。

裁
し
も
當
時
の
對
外
取
引
が
、支
那
商
人
に
取
つ

て
、今

日

あ

る

ゃ
ラ 

に
必
す
し
も
常
に
多
大
の
利
释
を
收

む

る

も
の
で
は

な

く

、時
に
惧
朱

を

も
衆

ら

す

こ

あ

ウ 

力

i
す
れ
ぱ
彼
等
め
突
猪
的
猛
進
も
幾
分
制
服
を
受
け
た

こ

T
Cで
め
つ

ね

、
ら

ぅ

。錢

の

¥-> 

要

.發
行
も
多
少
驚
戒
さ
れ
.慎

重

さ

れ

た
，こ
ご

で
あ
つ
ね

,
bぅ
。

.然
る

に

十

九

世

r

し
八
十
年 

I

入

る
迄
の

資1
%

は
.支

那

人

に
取

つ

て

は
最
も
多
大
な
利
盤
を
擧
げ
得
る

も

の

ピ

始
ど
常

に 

，隅

ら

れ

て

ゐ

た

。‘
隨

；
つ

て

：
錢

腔

，
も

敏

萬

の

®

附

に
ぬ

つ
て
間
接
に

利
益
す

る
所

多

い
所
か
ら
，
 

巡
察
の
凝
行
は
ま
趣
：

^
:御
れ
ザ
行
ら

^

1

^
タ
0 

!
方
、
外
ま
に
在
ら
て
も
、各
國
商
人
が
互 

に
賣
込
み
を
競
银
し
な
結
择
比
.解
的
丧
勘

の

®
票
す
ら

受
入
れ
る

こ
ょ
を
客
ま
な
か
つ
た
の 

t
®

襄

の

發

行

は

之

に

一

，
由

ぐ

；
て

，

I

層
助

S
さ
れ
て
ゐ
た
。

前
揭
银
行
週
報
の
記
事

に

s 
f

;

中
年

V

英
人
於
揚
ー
チ
江

.商
業
勢
力
擴
，張
。：

：

外
貨
騎
相
輸
入
。

出

.nr

原
料
亦
漸
時
輸
出

V
,

錢
業 

♦
至
三
十
條
家

X
I
X
』

ご
.

9

る
は
训
ち

®

恶
發

I：；；

に
山
つ
て
利
す
る
所
多
大
で
め
つ
た
爲
め
で

ぁ
.
.る

..0,

.. 

.

.

A

十
年
化
は
变

W

の
對
：外

.収
引
熱
が
：最
高
：湖
期
に

.

.達
し
た

1
:

で
ぁ
る
。
週去：三
十
年
に 

耳
ジ
て
外
國
贸

'易

：.，ょ

：レ多
：：

額

の

利

益

が

收

め

ら

れ

た

事®

が

外

、
变
、商

人

の

i
i

に

！
段
i

取

引 

の
‘墙

進

を

促一

し

た&

が
り
で
な
く
、外
國
家
の
激
烈
な
る
，放資
の
競
へ
ホ
も
支
那
通
商
の
隆 

盛
を
：释ヶ
助
長
し

.た
の
で
ぶ
つ
た
。

.か
ぐ
て

A

十
年
代
の
初
に
於
て
、支
那
は
旣
に
消
化
せ
ら 

れ

：
ざ

，
る

輸

：
入

ロ

5
の

：
處

：
分

，
じ

闲

.却
す
る
狀
態
に
隅
タ
，贸
易
商
並
に
錢
莊
は

f
f
i票
の
現

♦

支
拂
に

. 

漸
ぐ
闽
窮
す
る
に

' 
立
も

，
，至
ら
：力
。

.
し
か

.
も
輸
入
笨
激
は
勿
論
、之
を
後
後
す
る
錢
趣
の
多
數

H
 

冊
等
の
未

m

化

®

入
品
：
近
き
將
来
に
於
て
®
の
如
ぐ
多
大
の
利
盤
を
以
て
消
化
さ
れ
得
る 

.も
の

i

考
え
て
ゐ
わ
。
輸
入
紫

®

は
其
思
惑
の
下
に
織
々
輸
入
に
全
力
を
舉
げ
、錢

f
f
iまな
现 

金
の

.姆
乏
に
困
じ
つ
、
も

.猶
ほ
依
然
ょ
し
て
票
の
發
行
を
繼
續
し
て
輸
入
商
を
援
助
し
た

0 

然
る
に
間

も
な

ぐ
彼
等
の
思
惑

は

ぅ

.ら
ぎ

ら
れ
た
。
嗣
い
で
起

a

た
.爲
替
相
場
の
低
落
は
、外 

商

i
i

の
激
甚
な
韓

，®

及

：
'び
再

®

な
る
未
消
化
品
.の

滞
と

彼
此
相
俟
り
て
’輸
入
品
價

格
の

下

览

十

九

卷(

七
：ニ
 i

)

錢
莊S'

發
行
す
ぇ
莊
呼
レ
就T 

.筋
冗
貌
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錢
彼9 .

资
巧
す
A
1

:‘
就
て

我

を

；#

さ
？

し
♦之
が
爲
め
輸
，入
商
は
多
大
の

®
 

t
f

ぬ
ボ
續
出
ず
る
，に
港
ク
ね

U

し
が

.も

地
ぶ
.は
 

任
す
る
も
の
は
錢
孤
で
あ
る
。，錢
贴
の
、此
時
に 

容

n
t

に，窺
ひ
得
る
所
ヤ
あ
ら
ぅ
。

バ；輸
入
品
.の
下

薪

か
，ら
間
接

0

損

害

を

む

ク 

若
し
も
货
附
が
輸
入
品
を
擔
保
と
じ
た
も
の
で 

信
用
貸
附
で
あ
る
な
ら
ぱ
、輸

.人
；商
の
手
元
に
.在 

る
ぱ
か
で
あ
る
。
然
る
に
孰
れ
に
出
る

と
-も

恭五號
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.

央
を
招

ぎ
、

錢
に
對
す
る
债
换
を
辨
渡
し
能 

*

記
名
約
束
手
形
で
あ
る
、之
が
現
金
支
拂
に 

誤
ウ
セ
打
撃
が
い
か
許
ヶ
大
さ

か

ク

た
か

ti

た
る
錢

®

に
取

-
、̂當

.に
採
ら
る
可

&

方
法

t
r

 

あ
.る
な
ら
ぱ
、之
を
爐
分
す
：る
か
、又
無
擔
保
の 

る
嗽
入

S

を
進
で
差
れ
，え
る
か
の
ニ
途
が
あ 

輸
入
：品
の

f
f
l格；か
著
し
ぐ
低
落
し
た
の
で
あ

つた力らしさ損タを问ルろこ

-
M

な
ぐ
じ
て
は
、之
を

：§
?

却
處
分
し
て
其
ま
タ
た
る
損
害
を 

獨
補
す
る
こ

-
^
;
.
は
出
来
が
か
：
つ
た
は
す

'で

あ

：

る

。

：

商

品

の

差

押

、

g

保
の
處
分 

な
ど
に
は
出
で
な
か
つ
タ
？
莊
客
に

®

す

る

信

用

を

，：著

し

ぐ1
K

し
た
る
上
，動
外
収
；̂を
依 

然
、繼
續
せ
し
め
て

®

®
を
永

‘さ
斯
問
に
一
旦
ウ
て
恢

‘极
：す
る
こ
に
盡
め
た
の
で
あ
つ
な

0

其 

见

は

今

ま

で

の

輸

，人..商
は
全
ぐ
錢
莊
に
ょ
つ
て
，：：

E
S
,

に

お

，
，
右

：
せ

，
、
ら

，
る

、

輸

入

ズ

&
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際

の

®
;
入

商

：は

，
錢

兆
-;： E

身
に
外
な
ら
ぬ
と
い
ふ
現
象
が
生
れ
て
來
た
。

隨

つ
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-

時
以
來
、錢

は

，事賞
上

tnll

身
が
行
ふ

.取
引
：に
對
し
自
身
の

*

票
を
發
行
し
た
わ
け
で
あ
る
。

而

：
し

て

.
此

倾

向

は

九

0

年
代
ょ
り

r
l
:
+

辟
紀
の
初
じ
か
け
て
：

j

層
顯
著
だ

^

^

至̂
つ
た
。

:

金
融
業
者
が
金
融
業
称
以
外
に

J

K
際
の
取
引
に
參
加
す
る
こ
ふ
の
極
め
て
危
險
な
る
こ

>

 

は
言
ふ
ま
で
も
な
い

"：.ぃ
多
，數
の
錢
莊
は
之
が

r爲
，め
日
露
戦
餅
後
：に
於
て
多
太
の

®

害
を

#

め
：
 

ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ふ
に
な
つ
た
。

日

"露

B

後
の
滿
洲
は
支
那
に
ザ
つ
て
も
外
國
に
於
て
も
著
し 

く
：：

高

®

に
評
價
さ
れ
、約

.寓
方
：g

の
東
兰
®
は
戰
後
外
國
商
品
を
梢
化
す
可
き
一
大
市
場
ゃ
あ 

る
：：：

と

：考

え

、
ら

れ

て

ゐ

た

。

.，"
而
し
て
當
時
の
：爲

‘替
柳
場
ほ
支
那
じ

.有
利
で
あ
つ
，た
所
か
ら
、輸入 

商

い

は

毅

ふ

て

外

國

品

め

：
ー
輸
：
入

：
に

，
燕

0

し
れ
。
か

6 

!

九

0

七
年
度
の
輸
入
貿
が
前
年
度
の 

半
額
に
，減
少
し
た
る
が
如
き
，は

1

九

0
五、六
年
度
の
輸
入
が
極
ど
て
過
剩
で
あ
ゥ
た

V

を 

示
す
も
の
で
あ
る
。；

2

其
，精
果
は
十
九
世
紀
の
八

0
年
代
に
見
た
る
と
同
じ
く
，未
消
化
品
の
：戴

. 

稍
、價
格
の
跌
霧
を

I

来
，レ、事
：賞
上
の
輸
入
商
た
ろ
錢
莊
は
再
び
商
品
の
處
分
と

f
f
i票
の
现
金
支 

挪
i

に
著
し
く
因
：却
す
る
，

‘じS
i

つ
た
。
彼
等
は

C
Z

店
が
完
全

一

に
自
由
に
左
右
し
得
る
商
人
以
，

 

外

0

激
に
：對
し
て
，

は

、
®

票
の

.融
通

.を
祖
絕
，す
る
な
ど
遽
に
業
務
に
衆
縮
：を
加
へ
た
が
、ね

は

t
e 

に
週
く
、商
品
の
賣
却
に
路
な
ぐ
し
て
巨
額
の
損
失
を
招

$

だ
も
の
が
多
數

.で
あ
つ
た
。

娘
十
九
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七
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錢
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I

攀

飲

す

九

卷(

七
二
四)

服
の
發
行
す
る
瑕
察
に
就
て 

策
五
號 

五
0

滿
洲
企
業
熟
め
，深
い
痛
手
を
蒙
つ
た
錢
莊
は
之
を
癒
や
す
爲
め
で
も
あ
ゥ
た
、ら
ぅ
。

復
 々

ゴ
ム
の
取
引
に
參
加
し
れ
。

！

九

0
七
年
以
後
の
三
年
は
ゴ
ム
熟
の
世
界
的
に
勃
與
し
た
時 

:

代
で
あ
，る
が
。

上
海
，廣
東

♦天
，'津
等
，の
，錢

路

は

、直

接

間

接

に

全

力

を

注

い

で

之

；̂

放

資

し

已
 

ま
な
か
つ
た
。
然
る
に
ゴ
ム
収
は
一
九

0
九

I

1
0

年

の

好

況

を

厳

後

ご

し

て

爾

来

；̂

速 

に
ゆ
.落
し

た

爲

め

‘破

孤

：は

重

ね

て

損

失i 

敗
る
を
繰
返
へ
さ
ね
ぱ
な
、ら
な
か
つ
ね
。
上
海

' 

風
跟
に
於
て
は
之
が

.爲
め
例
産
し
た
，る
：錢
®
決
し
て
少
數
で
は
な
か
ウ
た
い
ふ
。

:
:

草
，命
の
動
狐
も
亦
錢
莊
に
深
甚
の
杆
擊
を
加
へ
力
。

動
亂
中
、各
地
の
紙
赂
は
全
然
不
換
紙 

常
と
な
ぅ
、兌
換
を
，維
持
し
た

る
：外
國

0
行
券
す

.、
ら始ど受授されず、
仅引凡て現银に依 

、ら
ねばならぬこ

V

に
な
ゥ
た
の
で
*莊
票
の
如
き
は
全
ぐ
流
用
絕

え

て

了
ゥ
た

0
加
之
、平
常 

彼
等
が
泥
動
資
本
と

し

て

最
：
も

多

ぐ

利
：用
し
っ
た
，
る
，外
，國

銀

行

か

ら

の

短

期

借

入

金

は

、
！
ほ
に
： 

0
收

さ

れ

た

ぱ

か

ク

，で
な
ぐ"最
早
や
此
種
，の
融
通
を
仰
ぐ
こ
ご
が
出
來
な
ぐ
な
ウ
た
。
无
來 

が
：現
銀
を
多
ぐ
準
備
し
な
い
.錢
航
の
こ

と

で

あ

‘る

か
ら

"事
ご
、
に
至
つ
て
は
閉
店
す
る

外

か
，

全く途が無かつねので：

あ：

發のニヶ月後に於て、
全國錢莊

.の，
約九制は旧
 

店

し

て

了

つ

f
t
o

(

以
上
は
大
體
ヮ

I
グ

‘グ
氏
に

‘
®
い
て
述
ベ
た
の
で
あ
る

)

錢
继
に

®

難
な
る

立

場

：

を

.與
义

，た

る

最

後

の

掛仲
は

昨

年

度

，の
江

：

浙
並
に
第
ニ
年
直
®
事 

」

で
へ
あ
る
。

戦
飢
，の
：翁
め
，上
海
、漢
ロ
、南
京
，天
，揮
等
に
於
て
は
現
銀

〈

に

»
す

る

雷

要

^
^
^
激

に

沸

騰
 

し
，
頸
金
は
引
出
さ
襄
は
现
銀
支
柳
を

®
め
ら
れ

’錢
孤
は
之
に
山
つ
て

T

時

M
方
じ
ぐ
れ 

た
の
：
で

あ

：

つ
た

。

；

齊

银

は
；打

*

の
程
度
を

今

釋

に

明

か

に

す
る
材
料
を
持
た

ぬ

が
、
上

海

•漢n
 

の
錢

f
f
i
の
蒙
ゥ
た
影
響
が
最
も
甚
し
い
も
の
で
あ

C
V

た
ら
し
く
當
時
の
報
霉
を
讀

む

。
，

X

X

X

:
十
九
世
紀
の
八

0
年
以
來

、錢
路
が
遭
過
し
た
る
數

多
き

經
驗

は
，最
も
重
要
な
る
ニ
つ
の
敎 

を
垂
れ

て

ゐ
る
。

票
，を
，，放
海
に
濫
發
し
て
信
用
貸
に
使
用
す
る
こ
ざ
の
極
め
て
危
臉
な 

る
，こ
ビ
、從
つ

て

貸
附

‘は
能
ふ
限

b

擔
保
附
た
る
可
き
こ

ビ

で、叙
行
業
務
以
外
に
實
際
の
取
引 

に
關
係
せ
ざ
る
こ
と
は
則
ち
其
ニ
で
ぁ
る
。
革
命
以
後
、！！じ
此
方
針
に
向

C
V

て
ゐ
る
と
の
こ 

V
J

で
ぁ
る
が
"齊
来
め

弊
"今

も

猶
は
少

か
ら
や
見
受
け
、られ
る
。

银

十

九

卷(

七
ニ
五)

殺
煎
の
發
行
す
る
赃
標
じ
就
て

银
冗
號
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